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人
口
減
少
、
息
長
い
取
り
組
み
を

地
域
・
年
代
バ
ラ
ン
ス
回
復
が
急
務

　

日
本
創
成
会
議
座
長
の
増
田
寛
也
・
元
総
務
相
が
９
月
８
日
、
共
同
通
信
社
の
「
東
京
き
さ
ら
ぎ
会
」
で
講
演
し
た
。

同
会
議
は
、
人
口
減
少
に
よ
り
全
国
の
自
治
体
の
半
数
が
「
将
来
消
滅
す
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
の
試
算
を
５
月
に
公

表
し
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。
増
田
氏
は
「
東
京
一
極
集
中
の
構
造
を
変
え
る
と
と
も
に
、
人
口
減
少
の
要
因
を
市

町
村
ご
と
に
細
か
く
分
析
し
、
こ
れ
に
基
づ
く
処
方
箋
を
息
長
く
実
行
す
る
こ
と
が
重
要
だ
」
と
訴
え
た
。

　
「
人
口
減
少
社
会
の
処
方
箋
～
地

方
創
生
に
向
け
て
～
」
と
題
し
た
講

演
の
主
な
内
容
は
次
の
通
り
。

　　

地
方
か
ら
東
京
を
中
心
と
す
る
大

都
市
圏
へ
若
年
層
、
特
に
20
～
39
歳

の
女
性
の
流
出
が
続
い
て
い
る
。
そ

の
た
め
日
本
創
成
会
議
は
、
少
子
化

対
策
と
東
京
一
極
集
中
対
策
を
同
時

に
行
う
必
要
が
あ
る
と
提
言
し
た
。

　

人
口
減
少
は
、
国
民
が
危
機
意
識

を
共
有
し
な
い
と
有
効
な
対
策
を
打

ち
出
せ
な
い
。

　

日
本
の
人
口
は
過
去
１
０
０
年
で

８
千
万
近
く
増
え
た
が
、
昨
年
３
月

に
発
表
さ
れ
た
国
立
社
会
保
障
・
人

口
問
題
研
究
所
の
中
位
推
計
に
よ
る

と
、
２
０
１
０
年
時
点
で
１
億
２
８

０
６
万
の
人
口
は
１
０
０
年
後
に
４

２
８
６
万
人
と
な
り
、
今
よ
り
約
８

５
０
０
万
人
減
っ
て
し
ま
う
。
ど
こ

か
の
段
階
で
人
口
を
維
持
す
る
ラ
イ

ン
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

人
口
が
減
っ
て
も
生
産
性
を
上
げ
て

い
け
ば
よ
い
と
い
う
意
見
も
あ
る

が
、
こ
の
問
題
は
別
に
議
論
す
れ
ば

い
い
。

　

人
口
が
減
る
の
は
も
は
や
防
ぐ
こ

と
が
で
き
な
い
。
減
り
方
を
ど
う
抑

え
る
か
が
重
要
だ
。
高
齢
者
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
で
、
本
当
の
意
味
で

の
人
口
減
少
が
隠
さ
れ
て
き
た
。
実

は
若
年
層
の
人
口
が
猛
烈
に
減
っ
て

お
り
、
年
齢
層
の
バ
ラ
ン
ス
の
悪
さ

が
あ
る
。
さ
ら
に
国
土
の
中
で
東
京

だ
け
に
人
が
集
ま
り
過
ぎ
、
国
土
利

用
の
面
か
ら
も
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
。

　

東
京
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
１
・

13
と
非
常
に
低
い
。
子
育
て
、
教
育

に
お
金
が
掛
か
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
に
特

化
し
た
街
づ
く
り
に
な
っ
て
お
り
、

子
育
て
す
る
の
は
難
し
い
。
そ
の
東

京
に
若
い
人
が
集
ま
る
こ
と
で
、
子

づ
く
り
が
で
き
ず
、
人
口
減
少
を
加

速
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
バ
ラ

ン
ス
の
悪
さ
を
回
復
し
、
地
方
を
何

と
か
蘇
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

東
日
本
大
震
災
が
あ
っ
た
11
年
は

東
京
へ
の
人
口
流
入
が
前
年
の
９
万

人
か
ら
６
万
人
に
減
っ
た
。
12
年
も

同
様
の
数
字
だ
っ
た
た
め
、
東
京
へ

の
人
口
集
中
に
変
化
が
現
れ
た
か
と

思
っ
た
が
、
13
年
は
再
び
９
万
人
を

超
え
た
。
今
年
は
10
万
人
を
超
え
る

と
思
う
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
が
決

ま
り
、
人
手
不
足
や
地
方
と
比
べ
て

時
給
が
高
い
こ
と
も
あ
り
、
さ
ら
に

人
が
集
ま
っ
て
来
る
の
で
は
な
い

か
。
先
進
国
の
大
都
市
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
、
ロ
ン
ド
ン
、
パ
リ
は
こ
の
50
～

60
年
間
の
人
口
は
横
ば
い
だ
が
、
東

京
だ
け
が
一
貫
し
て
増
え
続
け
て
い

る
。

　　

日
本
全
体
の
出
生
率
は
現
在
１
・

43
で
、
生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
の
数

は
毎
年
減
っ
て
い
る
。
今
は
１
０
０

万
人
を
少
し
超
え
る
く
ら
い
だ
。
来

年
の
出
生
率
は
１
・
４
を
下
回
る
だ

ろ
う
。
本
来
な
ら
72
～
74
年
生
ま
れ

の
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
層
が
２
０
０
０
年

ご
ろ
に
出
産
し
、
人
口
増
の
「
山
」

が
で
き
る
は
ず
だ
っ
た
が
、
で
き
な

か
っ
た
。
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
は
も
う
40

代
で
子
ど
も
を
産
む
の
は
難
し
く
な

っ
て
い
る
。
10
年
前
に
手
を
打
っ
て

お
け
ば
よ
か
っ
た
が
、
手
遅
れ
だ
。

　

女
性
の
95
％
は
20
～
39
歳
の
間
に

出
産
し
て
い
る
。
13
年
に
出
産
し
た

子
ど
も
を
み
る
と
、
全
出
生
児
の

27
％
が
35
歳
以
上
の
母
親
か
ら
生
ま

れ
て
い
る
。
第
１
子
を
出
産
す
る
平

均
年
齢
が
30
・
４
歳
と
晩
産
化
の
傾

向
が
強
ま
っ
て
お
り
、こ
れ
で
は「
２

人
目
、３
人
目
」
は
到
底
望
め
な
い
。

　

人
口
急
減
を
回
避
す
る
対
策
の
一

つ
は
、
晩
婚
化
、
晩
産
化
の
流
れ
を

断
ち
切
る
こ
と
だ
。
若
い
人
に
子
ど

も
の
数
の
希
望
を
聞
い
て
み
る
と

「
２
人
く
ら
い
は
欲
し
い
」
と
い
う

声
が
多
い
。20
代
後
半
ま
で
に
結
婚
、

出
産
し
た
い
と
い
う
希
望
が
か
な
う

社
会
環
境
の
整
備
が
急
務
で
あ
る
。

　

第
２
次
安
倍
改
造
内
閣
で
就
任
し

た
石
破
茂
・
地
方
創
生
担
当
相
と
有

村
治
子
・
女
性
活
躍
担
当
相
は
、
関

係
各
省
と
連
携
し
、
き
ち
ん
と
し
た

対
策
を
取
っ
て
ほ
し
い
。

　

少
子
化
の
現
状
か
ら
み
る
と
、
出

生
率
を
２
ま
で
引
き
上
げ
る
の
は
困

難
で
あ
り
、
１
・
８
を
目
指
す
べ
き

だ
ろ
う
。
25
年
で
１
・
８
、
35
年
に

２
・
１
の
出
生
率
を
実
現
す
れ
ば
、

人
口
は
減
り
続
け
る
も
の
の
、
２
０

９
０
年
の
人
口
は
何
と
か
９
５
０
０

万
で
安
定
さ

せ
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

こ
れ
ま
で

地
方
で
は
医

療
・
介
護
サ

ー
ビ
ス
が
若

い
人
の
雇
用

を
つ
な
ぎ
止

め
て
き
た
。
05
年
か
ら
10
年
ま
で
の

間
は
、
ほ
か
の
産
業
が
人
減
ら
し
を

す
る
中
で
、
医
療
・
介
護
に
従
事
す

る
人
は
増
え
て
き
た
。
だ
が
、
既
に

半
分
の
市
町
村
で
高
齢
者
が
減
少
し

始
め
て
い
る
。
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ

ス
だ
け
で
地
方
の
雇
用
は
吸
収
で
き

な
く
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
大
都
市
の
東
京
で
は
高
齢

者
が
と
て
つ
も
な
く
増
え
る
。
舛
添

要
一
・
東
京
都
知
事
に
聞
く
と
、
東

京
だ
け
で
現
在
、
待
機
介
護
高
齢
者

が
４
万
３
千
人
も
い
る
と
い
う
。
25

年
ご
ろ
に
は
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以

上
に
な
り
、
介
護
が
必
要
な
高
齢
者

は
さ
ら
に
増
え
る
。
そ
う
な
る
と
介

護
を
ど
の
よ
う
に
運
営
す
る
の
か
。

東
京
周
辺
の
他
の
自
治
体
と
連
携
し

て
運
営
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
の
で

は
な
い
か
。
そ
れ
を
考
え
る
と
、
東

京
が
果
た
し
て
日
本
経
済
の
「
機
関

車
」
で
あ
り
続
け
ら
れ
る
か
ど
う
か

疑
問
だ
。

　

そ
の
一
方
で
、
全
国
的
に
は
高
齢

者
の
減
少
に
よ
り
介
護
サ
ー
ビ
ス
が

余
っ
て
く
る
地
域
が
出
て
く
る
。
こ

の
大
都
市
と
地
方
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を

ど
う
考
え
る
か
。
一
度
は
故
郷
を
離

れ
て
東
京
に
出
た
が
、
再
び
故
郷
に

戻
っ
て
働
く
こ
と
や
、
東
京
の
高
齢

者
が
、
豊
か
な
老
後
を
地
方
で
過
ご

す
こ
と
も
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

　

国
土
交
通
省
は
、
人
口
20
万
人
以

上
の
地
方
中
枢
都
市
が
周
辺
地
域
を

支
え
る
構
想
な
ど
を
発
表
し
て
い

る
。
地
方
の
人
口
が
大
幅
に
減
る
中

で
、
周
辺
の
自
治
体
が
お
互
い
の
機

能
を
連
携
す
る
こ
と
が
必
要
に
な

る
。
強
制
的
に
住
民
を
移
住
さ
せ
る

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
人
口
減
少
に

よ
り
、
施
設
や
機
能
の
集
約
は
進
め

ざ
る
を
得
な
く
な
る
。

　

自
治
体
と
し
て
は
、
人
口
減
少
の

原
因
を
市
町
村
ご
と
に
き
め
細
か
く

分
析
し
た
上
で
地
方
創
生
の
た
め
の

処
方
箋
を
作
成
し
、
省
庁
の
縦
割
り

を
乗
り
越
え
て
息
長
く
政
策
を
実
現

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
問
題
は
全
国
一
律
で
は
解
決
で
き

な
い
。
各
市
町
村
が
独
自
で
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 （

編
集
部
）

少
子
化
加
速
さ
せ
た
一
極
集
中
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率
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８
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齢
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